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　当社では、コンプライアンスとは「法令・社内規程等の 
ルールを遵守することにとどまらず、社会的良識に基づいて 
公正・誠実に行動すること」、すなわち、「『私たちの行動原則』 
に沿った行動を心掛け、自らの行動が人に一番やさしい 
行動であるか、フェアプレーを貫いているかを考えて、 

　「グループ内部統制基本方針」に基づき、明治安田生命 
グループのコンプライアンスを推進するにあたっての基本的な 
事項を定めた「グループコンプライアンス基本方針」を制定 
しています。この基本方針では、業務遂行のあらゆる面 
においてコンプライアンスが最 優 先されると認 識し、 
国内外の適用されうる法令、国際規範および社内規程等を 
遵守することはもとより、社会的良識に基づいて公正・誠実 
に行動すること、お客さまに最適な商品と質の高いサービスを 

実践すること」であると考えています。また、企業ビジョン
の「信頼を得て選ばれ続ける、人に一番やさしい生命保険 
会社」を実現するためには、役職員一人ひとりがコンプラ 
イアンスを実践することが前提であるとの考えのもと、 
コンプライアンスを推進しています。

コンプライアンスに関する方針・規程等
提供し、お客さまの信頼にお応えするためにコンプライアンス 
を実践すること等を基本的な考え方としています。
　このほか、コンプライアンスに関する各種方針・規程を
制定するとともに、日々の業務において遵守すべき法令や 
社内ルール等を「コンプライアンス・マニュアル（手順・ 
解説書）」に掲載し、全役職員に周知・徹底を図っています。 
なお、重要な方針・規程・マニュアル等については、経営 
会議や取締役会にて決定しています。

　明治安田生命グループ全体のコンプライアンスに関する 
事項を一元管理する部署をコンプライアンス統括部と 
定め、コンプライアンス態勢の整備・高度化を推進する
とともに、全所属に配置した法令遵守責任者・法令遵守 
担当者と連携し、コンプライアンス教育、不適正事象の 
未然防止策の推進、不適正事象が発生した場合の対応等を 
実施しています。
　あわせて、不適正事象の発見者が直接報告できる内部
通報窓口として、社外に「企業倫理ホットライン」を設置 
するとともに、社内に「コンプライアンス110番」「人権 

コンプライアンス態勢
110番」を設置しています。さらに、職場環境の相談窓口 
として、社内に「ＡＤ・ＭＹＲＡ専用職場環境相談窓口」 

「事務職員専用相談窓口」を設置しています。
　また、明治安田生命グループ全体のコンプライアンス 
態勢の検討や業務執行部門への適切な提言を実施する
ため、「コンプライアンス検証委員会」を設置するとともに、 
社外委員を含む「お客さまサービス推進諮問会議」を設置 
し、お客さま志向の前提となるコンプライアンスに関する
態勢整備・高度化策のうち重要な事項について諮問・ 
報告する態勢としています。

経営会議

お客さまサービス推進諮問会議

本社各部 支社・法人部等 グループ会社

代表執行役

法令遵守責任者・法令遵守担当者を中心に、「コンプライアンス取組計画」に基づきコンプライアンスを推進

取締役会
指名委員会 報酬委員会 監査委員会 監査部（監査委員会

事務局機能・内部監査機能）

報告・提言
監査・監督
支援・指導

諮問
通報

（委員長：コンプライアンス統括部担当執行役）
コンプライアンス検証委員会

コンプライアンス統括部内部通報窓口

▶コンプライアンス態勢図（概要） 社外からの評価

消費者庁の内部通報
制度認証における自己
適合宣言登録制度に
2019年度から登録

コンプライアンス
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コンプライアンス

　当社では、コンプライアンスを推進するため、各所属が 
コンプライアンス・リスクオーナーであることを認識し、 
法令遵守責任者等による自律的かつ継続的なＰＤＣＡ 
運営により実効性を高め、めざす姿の実現に向けて取り 
組んでいます。具体的には、年度経営計画等の重点実施
事項・評価指標の完遂をめざし、支社・法人部といった
組織種別ごとにリスク実態に応じた重点取組領域を定め、
各所属が具体的取組事項を策定・実行する「コンプラ 
イアンス取組計画」を実施しています。「コンプライアンス 
取組計画」では客観的な評価指標を設定し、年度末に 
評価指標の達成可否をもとに評価を行ない、所属ごとの 

　 当社の個人情報保護に関する基本的な考え方等を 
定めた「個人情報の保護に関する方針」を制定し、当社 
公式ホームページ等で開示しています。また、外部へ 

　マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与対策を 
はじめとした金融犯罪対策および反社会的勢力との関係
遮断を推進・徹底することは、お客さまや社会から信頼 
いただける会社づくりのための重要事項であるとともに、
企業としての社会的責任であると認識しています。
　そのため、「グループコンプライアンス基本方針」に 
おいて特に推進すべきコンプライアンス項目として掲げ、 
コンプライアンス統括部担当執行役を責任者とし、コンプラ 
イアンス統括部を中心に適切な措置を講じるよう努める 
とともに、「コンプライアンス検証委員会」において関係 
各部が定期的に対応状況等の確認を行なっています。

マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与対策をはじめ
とした金融犯罪対策等の推進
　「マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与対策対応 
規程」を制定し、取引時確認や疑わしい取引の届け出、 
資産凍結措置の対象取引の確認を適切に実施する態勢を
整備するなど、マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与 
対策に努めています。また、「インサイダー取引等防止 
規程」を制定し、法人関係情報の管理態勢を整備するなど、 

コンプライアンスの推進

情報管理

マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与対策をはじめとした金融犯罪対策等の推進 
および反社会的勢力への対応

進捗状況を経営会議等に定期的に報告しています。
　コンプライアンス統括部では、「コンプライアンス取組計画」 
の進捗状況を定期的にモニタリングし、適切にフォロー 
することで、各所属のＰＤＣＡ運営を後押ししています。
　全役職員に対するコンプライアンス教育については、 
毎年コンプライアンス研修を実施するとともに、原則として 
すべての集合研修等においてコンプライアンスに関する 
時間を設けるなど、あらゆる機会を通じて継続的にコンプラ 
イアンス教育を実施しています。
　また、社内報やイントラネット等を活用し、コンプラ 
イアンスに関する情報を継続的に発信しています。

業務を委託する場合も含め、情報の取得から廃棄までの 
各管理段階において諸対策を講じるなど、情報管理態勢
の整備を推進しています。

インサイダー取引等の不公正な取引防止に努めています。
　さらに、「グループ利益相反管理基本方針」を制定し、 
当社とお客さま、またはお客さまとお客さま以外の第三者

（他のお客さま等）間の利益が相反するおそれのある取引
を適切に管理することで、お客さまの利益を不当に害する
ことを防止する態勢を整備しています。

反社会的勢力への対応
　 所属ごとに反社会的勢力への対応を行なう責任者 
および担当者を任命し、組織として適切に対応する態勢を
整備しています。反社会的勢力との関係を遮断するため
の具体的な対応として、2012年4月に普通保険約款に 
暴力団排除条項を導入したほか、保険取引以外においても 
暴力団排除条項を含む契約締結を行なうなど、継続的な 
対応を実施しています。
　その他、反社会的勢力に関する情報等の一元管理に 
努めるとともに、「不 当 要 求 防 止 責 任 者 講 習」の受 講 
促進、警察・弁護士等の外部機関との連携、諸会議・ 
ＷＥＢ研修等を通じた教育・指導を実施しています。


